
　「大仏山地域散策路」は、県営大仏山公園と伊勢市営大
仏山公園スポーツセンターの北側を囲むように位置する
山林内を通る、全長約6.5kmの散策路です。沿線には、
豊かな自然が広がり、多様な動植物が生息しています。
多くの方々にご協力をいただきながら、植生ガイドマップ
をご用意いたしましたので、みなさん、ぜひ身近な自然を
感じて散策をお楽しみください。
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　大仏山地域の土地は、かつて里山として周
辺に住む人々の暮らしに欠かせない自然資源
でしたが、燃料革命やライフスタイルの移り
変わりによりその利用意義が失われ、昭和中
期の住宅開発計画や、その後の工業団地開発
計画も実現に至らないまま、手つかずとなっ
ていました。

　三重県と隣接市町で検討を重ね、平成30年
度に整備した散策路の開放を第一歩として、
「多様な主体の参画による土地利用と、土地
利用と一体になった土地管理」に向けて取り
組んでいます。

　比較的平坦で歩きやすい地形と、場所ごと
に多様な自然環境がこの土地の特徴です。み
なさんも季節を感じたり、身近な自然に触れ
られてはいかがでしょうか。

　県営大仏山公園を起点に、1.5㎞程度のルー
トであれば、見どころを含み、１時間で十分
巡っていただけます。

　特に10月から5月までがおススメです。

季節を感じる身近な自然、季節を感じる身近な自然、
大仏山地域散策路へようこそ大仏山地域散策路へようこそ
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様々な景観が
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【住所】 （連絡先）大仏山公園管理事務所
〒515-0314 多気郡明和町新茶屋68-1

（専用駐車場）多気郡明和町明星乙字打越388番3

【アクセス】 近畿日本鉄道 明野駅から徒歩約30分

伊勢自動車道玉城ICから約30分
【駐車場】 常設駐車場16台（内、障がい者用1台）

大型バスご利用の際は、県営大仏山公園の常設駐車場が

ご利用いただけます。

ホームページはこちら→

散策路をご利用頂くみなさんへ

羽状複葉→

　散策路の多くは、昔ながらの生活道路（いわゆる里道）や既設
の通路を利用しています。
　自然豊かな反面、この散策路は公園のように手を加えた自然で
はありませんので、散策していただく際は、注意も必要です。
　三重県では、毎日パトロールを行い、現地の情報の収集やハチ
の駆除のほか、注意看板の設置に努めておりますが、散策時に
は、自然の中で生じうる危険にご留意いただき、次のようなこと
に配慮して散策をお楽しみください。

■ご利用時間 ■ご利用可能期間

９：００～１７：００（4月から10月）

９：００～１６：００（11月から3月）

12月29日から1月3日までを除く毎日

ご利用は基本的に自由、かつ無料です。
ただし、引率を伴うご利用の場合は、その

内容の把握のため、事前に利用届の提出をお
願いしております。
ご提出いただいた場合は、散策路や土地に

かかる各種情報をご提供しております。

ご連絡先

ご利用申込方法

散策路の現状や、散策当日における連絡
先は、こちらまでご連絡ください。

県営大仏山公園 管理事務所

☎０５９６－２３－６５６５

左記以外の散策路の利用及びその他土地の
利用などは、下記までご連絡ください。

三重県地域連携・交通部

水資源・地域プロジェクト課

☎０５９－２２４－２４１９

禁止事項（散策路以外は立入禁止です）

利用届は、紙様式のほか、下
のQRコードから電子申請をご
利用いただくと便利です。

●薮にはダニをはじめ、ヘビがいる可能性があります。
　　散策路以外は立ち入り禁止としています。
●「かぶれる木」にはご注意ください。
　例：ヤマウルシ、ヤマハゼ、ハゼノキなど
（羽状複葉を持つこと、葉柄（ようへい）が赤味を帯びる
　ことが多い、秋の紅葉が鮮やかなことなどが共通する特徴です。）
・スズメバチに遭遇した場合
　　手で払うなど刺激せず、身を低くしてゆっくりその場を
　離れましょう。ただし、襲われた時には、大至急その場から
　遠くへ逃げてください。
・ヘビを見かけた場合
　　近づくと咬まれる可能性があるので、むやみに近づかない
　ようにしましょう。道路脇の草むらにも注意が必要です。
　　体に小判模様があれば、「マムシ」です。
・イノシシを見かけた場合
　　静かにその場を離れましょう。子どものイノシシであっても、
　親が近くにいる可能性があるので安心できません。
　　ハチやヘビに刺されたり噛まれたら、即座に
　救急車を呼ぶか管理事務所（0596-23-6565）
　にご連絡ください。

大仏山地域散策路
植生ガイドマップ
大仏山地域散策路
植生ガイドマップ
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B	 花期 	10月頃		 	 果熟期 	ー

	 花期 	5～6月		 	 果熟期 	秋

	 花期 	５～６月	 	 果熟期 	夏～

	 花期 	３～4月		 	 果熟期 	10～12月

	 花期 	７月頃	 	 果熟期 	秋

	 花期 	３～４月	 	 果熟期 	６月

	 花期 	３月	 	 果熟期 	翌秋

	 花期 	４～５月	 	 果熟期 	９～10月

	 花期 	晩秋	 果熟期 	翌春

	 花期 	４～５月	 果熟期 	秋

	 花期 	５～６月		 	 果熟期 	秋

	 花期 	６月頃		 	 果熟期 	秋

	 花期 	２～４月	 	 果熟期 	秋

	 花期 	４月		 	 果熟期 	秋

	 花期 	７～８月	 	 果熟期 	秋

	 花期 	４月頃	 果熟期 	秋

	 花期 	４～５月		 	 果熟期 	翌秋

	 花期 	６月頃	 	 果熟期 	11月頃

	 花期 	5月頃		 	 果熟期 	夏～

	 花期 	６～８月	 	 果熟期 	秋

	 花期 	６～７月	 	 果熟期 	秋

	 花期 	４～５月		 	 果熟期 	翌秋

	 花期 	４～５月	 果熟期 	秋

	 花期 	４月中旬	 果熟期 	5～7月

	 花期 	初夏		 	 果熟期 	秋

	 花期 	５～６月		 	 果熟期 	10～11月

	 花期 	３～４月	 果熟期 	秋

	 花期 	５月頃　 果熟期 	10月～11月

う

こ

あ

し

す

せ

き
た
そ

ち つ て と

な

は

ひ

ふ

に

ぬ

ね

の

け

さ

え

か

い

お く

・路線の一部は、歩きやすくするために舗装しております。
・階段のある路線が複数あります。（上図参照）
・散策路沿道にトイレや水道は設置していませんので、公園トイレをお使いください。

大仏山には多くの木々が
あり、表示の場所以外に
も観察できる場合があり
ます。


